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わたしたちはこんな事業連帯を 
めざしています！ 
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通巻1号 

コープＣＳネットは下記の４つの目的を実現するために、中国四国９生協組合員の期待を受けて新しい一歩を踏み出しました。 
７月２２日、創立総会・創立記念レセプションが開かれ、３００名を超える参加者が見守る中、縁起物の鏡割りがおこなわれ、全員で気持ち
をひとつに、新しい出発を祝いました。 

2

4

3 創立総会 

ページ 

設立認可をうけて・05年度下期組織運営機構図 

5 役員体制・コープCSネットの事業執行体制 

6 第2回お取引先説明会 

7 中四国共同開発商品第1号「大山ヨーグルト」 

8 理事会報告・私たちの生協です！ 

●組合員の心豊かなくらしと願いの実現に貢献できること 

●参加生協の事業発展と経営基盤の強化に貢献できること 

●それぞれの生協がそれぞれの地域で自立してすす

める生協運動の発展に貢献できること 

●一つひとつの生協ではできなかったことを９生協の連

帯の力で実現していくこと 

1

2

3

4

9生協の夢広がるネットワーク 
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●300名を超える参加をいただき、創立総会が開催されました。 
　

●選出されたばかりの理事・監事・事務局も大集合です！ 
　9生協の気持ちをひとつに・・・！ 

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
会
長
　 

小
　
倉
　
修
　
悟 

様 

生
活
協
同
組
合
連
合
会
コ
ー
プ
き
ん
き
事
業
連
合
理
事
長 

山
　
本
　
邦
　
雄 

様 

広
島
県
　
環
境
生
活
部
部
長
　 

吉
　
村
　
幸
　
子 

様 

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
　
広
島
県
本
部
本
部
長 

香
　
川
　
洋
　
之
　
助 

様 

厚
生
労
働
省
　
中
国
四
国
厚
生
局
局
長
　 

本
　
間 

　
泉 

様 

農
林
水
産
省
　
中
四
国
農
政
局
　
消
費
安
全
部
長 

南
　
部
　
秀
　
満 

様 

ご祝辞を頂いた来賓の方々 

    

　
創
立
総
会
は
、
消
費
生
活
協
同
組
合
法
に
基
づ
き
９
生
協
の
発
起
人
が
出

席
し
、
発
起
人
代
表
の
吉
永
紀
明
氏
が
開
会
を
宣
言
し
、
始
ま
り
ま
し
た
。

創
立
総
会
に
は
、
厚
生
労
働
省
中
国
四
国
厚
生
局
、
農
林
水
産
省
中
国
四
国

農
政
局
や
広
島
県
環
境
生
活
部
な
ど
、
各
県
行
政
関
係
者
、
日
本
生
協
連
、

全
国
の
各
事
業
連
合
、
各
生
協
か
ら
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
９
生
協
役
職
員

や
お
取
引
先
、
報
道
関
係
者
な
ど
３
０
０
名
を
超
え
る
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

会
場
の
参
加
者
が
見
守
る
中
、
設
立
趣
旨
や
定
款
及
び
諸
規
約
設
定
、
３
ヵ

年
事
業
計
画
、
役
員
選
挙
な
ど
提
案
１
０
議
案
す
べ
て
が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
、
直
ち
に
議
事
録
の
作
成
に
入
り
ま
し
た
。 

　
創
立
総
会
終
了
後
、
同
じ
会
場
で
第
１
回
理
事
会
を
開
催
。
新
し
い
体
制

が
審
議
さ
れ
、
理
事
長
に
三
橋
幸
夫
、
専
務
理
事
に
森
武
司
、
常
務
理
事
に

金
井
保
、
真
木
貴
正
ら
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

創
立
総
会
開
催 
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●女性理事さん１９名による出し物。 

「ＣＳネットにゃ明日がある～♪」 

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

   

　
第
１
回
理
事
会
で
選
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
三
橋
理
事
長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
、
農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
消
費
・
安
全
部
長
の
南

部
英
満
様
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
広
島
県
本
部
長
の
香
川
洋

之
助
様
よ
り
お
祝
い
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
発
起

人
９
生
協
理
事
長
、
来
賓
の
方
々
を
交
え
て
、
盛
大
に
鏡
割
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
「
よ
い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
」
と
い
う

掛
け
声
と
共
に
、
樽
は
見
事
に
割
れ
、
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
の
新
た

な
門
出
を
全
員
で
祝
い
ま
し
た
。
乾
杯
の
発
声
と
祝
辞
は
事
業
連
合

の
先
輩
で
も
あ
る
、
コ
ー
プ
き
ん
き
事
業
連
合
理
事
長
の
山
本
邦
雄

様
か
ら
い
た
だ
き
、
歓
談
へ
と
移
り
ま
し
た
。
歓
談
中
に
は
、
広
島

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
テ
ウ
ス
弦
楽
四
重
奏
団
に
よ
る
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
全
国
の
事
業
連
合
を
代
表
し
て
、
生
活
協

同
組
合
連
合
会
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
事
業
連
合
理
事
長
の
神
崎
幸
雄
様
よ

り
、
ス
ピ
ー
チ
を
頂
き
、
続
い
て
、
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
に
ご
参
加
の
女

性
理
事
１
９
名
に
壇
上
に
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
「
明
日
が
あ
る

さ
」
（
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
・

バ
ー
ジ
ョ
ン
）
を
元

気
に
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ー

プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
の
Ｃ

Ｓ
は
、
「
カ
ス
タ
マ

ー
サ
ー
ビ
ス
」
の
略

と
も
掛
け
て
い
る
、

と
い
う
言
葉
に
ふ
さ

わ
し
く
、
組
合
員
さ

ん
の
暮
ら
し
に
本
当

の
意
味
で
お
役
立
ち

の
で
き
る
事
業
連
合

を
目
指
し
て
、
一
同

が
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。 

★こうち生協　尾 崎 正 子さん 
こうち生協は、今年２０周年。「心つながる
　笑顔ひろがる２０周年」の思いとともにコー
プＣＳネットへの期待を大きく持っている。 

★コープやまぐち　中 山 光 江さん 
単協の歴史、地域の食文化を大切に、また、
組合員の声を大切に運営してほしい。「声」
を伝える努力を惜しまないつもりでいる。 

★コープえひめ　白 川 千 鶴さん 
組合員にとって利用しやすい「仕組みづく
り」が作られて行くように期待したい。 

★生協ひろしま　横 山 弘 成さん 
連帯の力に確信を持って、今後一層の力を
発揮していきたい。 

★コープかがわ　笠 井 延 昭さん 
組合員さんに貢献できること、魅力のある
生協連合へしていくこと。やるべきことは
一つだ。 

★おかやまコープ　田 中 敦 子さん 
協同の力を広げ、１３８万人組合員の生活
を守るための母体ができたことに喜びを感
じている。 

★とくしま生協　阿 部 和 代さん 
地域からの生協に対する期待も強まっている。
コープＣＳネットが、一人ひとりの組合員さん
の声に応えていけるような組織になってほしい。 

★生協しまね　塩 道 琢 也さん 
商品が暮らしの中に生かされていく、また、
取引先とのコミュニケーションを大切にし
た事業運営に期待したい。 

★鳥取県生協　谷 田 範 子さん 
他生協の商品や小さな生協では取り扱えなかっ
た商品が今後は取り扱えるようになることに期待。
地元の生協商品はどうなるのかという不安も。 

　各生協の会員生協の代表がそれぞれ、ＣＳネットに期待と
想いを込めて、発言されました。１３８万人組合員の代表です。 

コ ー プ C S ネ ッ ト  会員生協9名からの発言 会員生協9名からの発言 

♪明日があるさ（ＣＳネット・バージョン） ♪ 

♪ 
♪ ♪ 

１． 　いつもの班で　いつも逢う　生協マークの　配送車 

　　 もうくる頃　もうくる頃　今日もワクワクだ 
　　 明日がある　明日がある　明日があるさ ２． 　共同仕入れや　開発で　ＣＳネットにゃ　夢がある 

　　 いつかはきっと　いつかはきっと　夢が叶うんだ 

　　 明日がある　明日がある　ＣＳネットにゃ明日がある 

３． 　ＣＳネット
で　いつも逢う

　中国四国の
　組合員 

　　 声かけよ
う　声かけよう

　ＣＳネットの
輪 

　　 明日があ
る　明日がある

　生協にゃ明日
がある 

４． 　明日があ
るさ　明日があ

る　 

　　 私ら組合
員には　夢があ

る 

　　 いつかは
きっと　いつか

はきっと　夢が
叶うんだ 
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●
生
活
協
同
組
合
連
合
会
コ
ー
プ
中
国
四
国
事
業
連
合 

　
設
立
許
可
書 

設
立
認
可
を
受
け
、 

コ
ー
プ
C
S
ネ
ッ
ト
と
し
て 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！ 

     

設
立
認
可
を
受
け
て
　
２
０
０
５
年
１０
月
１
日 

コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
　
理
事
長
　
三 

橋 

幸 

夫 

　
７
月
２２
日
の
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
創
立
総
会
後
、

厚
生
労
働
省
中
国
四
国
厚
生
局
に
対
し
て
認
可
申
請

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
９
月
２８
日
付
け
で
「
生
活

協
同
組
合
連
合
会
コ
ー
プ
中
国
四
国
事
業
連
合
　
設

立
認
可
書
（
厚
生
労
働
大
臣
　
尾
辻
秀
久
）
」
を
受

理
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
直
後
の
法
人
登
記
と
合
わ
せ
て
、
コ
ー
プ
Ｃ

Ｓ
ネ
ッ
ト
は
名
実
と
も
に
「
県
域
を
越
え
た
事
業
連

合
・
生
協
法
人
」
と
し
て
発
足
し
、
１０
月
１
日
か
ら

事
業
を
開
始
い
た
し
ま
す
。 

　
私
た
ち
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
は
、
中
国
・
四
国
地

区
９
つ
の
地
域
生
協
が
連
帯
し
て
商
品
活
動
、
事
業

活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
誕
生
し
ま
し
た
。
各
生
協

の
自
主
的
な
商
品
と
活
動
を
尊
重
し
つ
つ
、
９
生
協

の
知
恵
と
力
を
結
集
し
て
、
ひ
と
つ
の
生
協
で
は
出

来
な
か
っ
た
高
い
水
準
の
商
品
力
を
実
現
す
べ
く
、

　
設
立
認
可
を
受
け
て
、
改
め
て
決
意
を
固
め
て
い

ま
す
。 

　
会
員
生
協
・

友
誼
生
協
・
お

取
引
先
な
ど
、

大
勢
の
皆
様
の

更
な
る
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

05年度下期組織運営機構図 

会員生協 

組合員 組合員 組合員 組合員 組合員 組合員 

代 議 員 

総　会 

理 事 会 

常勤理事会 商品TOP協議会、 
他協議会、交流会 
分野別部会 

商品開発組合員交流会 商品事業本部 事業支援本部 

総合企画室 

食品事業商品部 

会員代表者会議 

組合員理事懇談会 
商品連帯推進会議 

監　事 

品質保証部 非食事業部 

会員生協 
会員生協 会員生協 

会員生協 
会員生協 会員生協 

会員生協 
会員生協 

管 理 部 業務システム部 
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　9月1日現在、課長以上の執行体制表です。新メンバーも加わり、事務所のレイアウト変更も無事終了しました。 
新しい体制の下、心機一転がんばります！ 

　7月22日開催の生活協同組合連合会コープ中国四国事業連合創立総会において役員が選出され、第１回理事
会で、下記の通り役員の分担が決まりました。 

理 事 長  

専務理事 

常務理事 

理 事 

監 事 

顧 問 

氏 　 名  

三橋 幸夫 
森 武司 
金井  保 
真木 貴正 

田中 敦子 
中山 光江 
白川 千鶴 
松軒 浩史 
加藤 俊治 
安井 光夫 
塩道 琢也 
竹内 祥文 
小泉 信司 
横山 弘成 
岡崎  悟 
高木 直哉 
原田 正一 
笠井 延昭 
松本  等 
西岡 雅行 

佐川 昭文 
有吉 政博 
馬越 隆良 

片桐 純平 

所属会員名・現在の役職名 

生活協同組合おかやまコープ副理事長 
生活協同組合ひろしま理事 
員外 
生活協同組合おかやまコープ常勤理事 

生活協同組合おかやまコープ全域理事 
生活協同組合コープやまぐち常任理事 
生活協同組合コープえひめ常任理事 
鳥取県生活協同組合専務理事 
鳥取県生活協同組合常務理事 
生活協同組合しまね理事長 
生活協同組合しまね常務理事 
生活協同組合おかやまコープ専務理事 
生活協同組合ひろしま専務理事 
生活協同組合ひろしま常務理事 
生活協同組合コープやまぐち専務理事 
生活協同組合コープやまぐち常務理事 
生活協同組合とくしま生協専務理事 
生活協同組合コープかがわ常任理事 
生活協同組合コープえひめ専務理事 
こうち生活協同組合専務理事 

生活協同組合ひろしま常勤監事 
生活協同組合コープやまぐち理事長 
生活協同組合コープかがわ理事長 

日本生活協同組合連合会常勤参与 

役員体制  

コープCSネットの事業執行体制（課長以上） 

理事長 三橋幸夫 

専務理事 森 武司 

常務理事 金井 保 
 

常務理事 真木 貴正 

理 事 長　　　　　　　　　　　　　　　 三橋 幸夫 
専 務 理 事　　　　　　　　　　　　　　　 森 　武司 
常 務 理 事　　　　　　　   事業支援本部長  金井 　保 
常 務 理 事　　　　　　　　商品事業本部長  真木 貴正 
総合企画室　  　　　　　　　　　 統括部長  菊田 泰之 
事業支援本部　管理部　　　　　　 統括部長　四通 敏孝 

業務システム部　　　統括部長　沓脱 満広 
　　物流企画課　  　統括課長　中本 　毅 
　　情報システム課　統括課長　佐々木 斉臣 

商品事業本部　事業戦略スタッフ　　担当課長　中村 　修 
商品活動推進課　　　統括課長　小西 　茂 
　　（商品開発担当）　　担当課長　柴崎 克美 
　　（商品開発担当）　  担当課長　井上 　約 

商品事業本部　品質保証部　　　　　統括部長　　　 浜田 澄夫 
検査担当部長　 中野 　潔 

食品事業商品部　　 統括部長（兼任）　真木 貴正 
　　農産課　　　　　 統括課長　　　 山本 真路 
　　水産課　　　　　 統括課長　　　 稲谷 　寛 
　　畜産課　　　　　 統括課長　　　 砂田 日出男 
　　洋日配課　　　　 統括課長　　　 白髭 　裕 
　　和日配課　　　　 統括課長　　　 武田 　貢 
　　ドライグロッサリー課　統括課長　　　 熊谷 義夫 

　　担当課長　　　 山田 　学 
　　味彩事業課　　　 統括課長　　　 清水 　剛 
　　商品企画課　　　 統括課長　　　 武居 康志 
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第
２
回
お
取
引
先
説
明
会 

  

　
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
の
創
立
に
伴
い
、
０６
年
４
月
よ
り
「
共
同
仕
入
れ
」

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
各
生
協
と
取
引
先
だ
っ
た
つ
な
が
り

が
、
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
と
の
取
引
に
窓
口
が
ひ
と
つ
に
統
一
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
今
回
で
2
回
目
と
な
る
お
取
引
先
説
明
会
で
は
、
今
後
の
取
引
に
関
し

て
、
よ
り
具
体
的
な
中
身
が
説
明
さ
れ
、
全
体
で
確
認
を
さ
れ
ま
し
た
。 

          

　
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
は
、
７
月
２２
日

の
創
立
総
会
に
お
い
て
、
９
生
協
に
よ

る
法
人
格
を
も
っ
た
事
業
連
合
を
設
立

し
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
度
４
月
か
ら

中
国
地
域
５
生
協
の
商
品
カ
タ
ロ
グ
統

一
及
び
中
国
・
四
国
地
域
９
生
協
の
非

食
品
チ
ラ
シ
統
一
を
す
す
め
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
、
９
月
５
日
、
第
２
回
中
国

地
区
の
食
品
取
引
先
に
対
す
る
説
明
会
（
於 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
大
型
の
台
風
１４

号
が
接
近
す
る
と
い
う
悪
天
候
に
見
舞

わ
れ
、
何
社
か
の
欠
席
が
出
た
も
の
の
、

合
計
４
６
６
社
、
４
７
５
名
の
出
席
を

頂
き
ま
し
た
。 

　
三
橋
幸
夫
理
事
長
は
開
会
の
挨
拶
と

し
て
、
「
統
合
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
、

地
域
密
着
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

事
業
連
合
に
な
る
こ
と
で
、
お
互
い
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
し
て
い
き

た
い
。
」
と
述
べ
、
続
い
て
森
武
司
専

務
理
事
よ
り
、
現
時
点
で
の
状
況
の
概

要
の
報
告
と
、
「
お
互
い
に
理
解
で
き

合
え
る
よ
う
に
。
よ
り
組
合
員
さ
ん
に

お
役
立
ち
が
で
き
る
よ
う
に
。
」
と
お

取
引
先
に
対
し
て
、
今
後
の
協
力
の
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
取
引
関
連
概
要

と
し
て
、
真
木
貴
正
商
品
事
業
本
部
長

よ
り
、
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
商
品
関
係

の
進
捗
と
今
後
の
具
体
的
方
向
性
、
０６

年
４
月
か
ら
の
媒
体
統
合
・
Ｎ
Ｂ
商
品

の
共
同
仕
入
れ
の
流
れ
、
単
協
Ｐ
Ｂ
と

中
四
国
エ
リ
ア
Ｃ
Ｏ
｜

Ｏ
Ｐ
商
品
の
開
発
、

地
産
地
消
や
産
直
の
進
め
方
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
ん

だ
後
、
管
理
部
、
業
務
シ
ス
テ
ム
部
、

品
質
保
証
部
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
か
ら
要

件
の
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
金
井
保
事

業
支
援
本
部
長
よ
り
、
課
長
以
上
の
職

員
紹
介
が
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
は
今
、
厳
し
い

経
済
状
況
の
下
、
お
取
引
先
と
協
力
し

な
が
ら
お
互
い
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

生
み
出
せ
る
事
業
連
合
を
目
指
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
説
明
会
は
、
お
取
引
先
の
皆
様

に
そ
れ
を
伝
え
、
理
解
し
て
頂
け
る
場

と
な
り
ま
し
た
。 

    
●森 専務理事 ●三橋 理事長 

●真木 常務理事  
「お互いに大きなメリットを生み出しましょう！」 

「開会後、三橋理事長、森専務理事の2名より挨拶がありました。」 
●悪天候にもかかわらず475名の参加をいただきました。各部署からの 
　取引要件の説明を受ける参加者の方々。表情は真剣です。 

●コープCSネット課長以上の職員紹介です。 
「今後ともよろしくお願いします。」 





理 事 会 報 告  
7月22日　ホテルグランヴィア広島 

第1回 
理事会 

8月20日　日生協中四国地連会議室　 
第2回 
理事会 

q創立総会で生活協同組合連合会コープ中国四国事業連合
の執行にあたる役員（理事及び監事）が選出され、第１
回理事会において役員の分担を決定した。 

w役員人事小委員会委員の任命（８人）について承認した。 

e主たる事務所の所在地について承認した。 

q7/30中国地区商品ＴＯＰ協議会、7/29中国地区情報システム協議会、7/29中国地区無店舗業態交流会、8/10中国地区管理
分野協議会について報告があり、すべての事項について了承された。 

w議決事項として、諸規則の設定について、コープＣＳネット就業規則の制定、決裁基準表の制定、取引銀行の決定について、
『共同仕入事業基本契約書案』及び日生協との『共同仕入事業契約書案』、商品取引基本契約書について、非食事業部福山事
務所の契約について、特に意見および意義はなく承認された。 

e9/5取引先説明会報告要旨、組合員の参加する会議体の進め方について、コープＣＳネット事業組織の形成と諸準備について
協議され、出された意見要望を今後の運営に反映されることのまとめがあり、各事項について了承された。 

r商品事業本部、事業支援本部、総合企画室それぞれから業務報告があり、各報告について、特に意見なく了承された。 

t各支払いサイトに関する再確認がされ、次回理事会を11/19（土）に行うことが確認された。 

理事長　　三橋幸夫（生活協同組合おかやまコープ） 
専務理事　森　武司（生活協同組合ひろしま） 
常務理事　金井　保（員外） 
常務理事　真木貴正（生活協同組合おかやまコープ） 
 

編集  
後 記  

　中国四国地区のみなさん、はじめまして！９生協が力を合わせて誕生した「コープＣＳネット」。その活動をお知らせする「会
報・コープＣＳネット便り」ができましたのでお楽しみ下さい。隔月で発行する予定です。この広報誌を作成するに当たり、９生
協の広報窓口となる方々からすでに多くの協力を頂きました。大きな連帯の輪とつながりの大切さを実感しているところです。私
自身は、半年前まで毎日トラックに乗り、「地区担当」という配送業務に携わっていました。今までは組合員さんと生協をつなぐ
仕事をしてきましたが、これからは、９生協をつなぐ大役の一部を担うことになります。私の大好きな言葉は「一期一会」です。
みなさんが多くの出会いとつながりを感じ、喜んで頂けるように一生懸命編集を進めたいと思いますので、よろしくお願いします。 

＜編集責任者＞　コープＣＳネット管理部総務担当　岡A　かおり 

発行：２００５年１０月１日・通巻１号　生活協同組合連合会コープ中国四国事業連合　〒７３９－０４９５ 広島県佐伯郡大野町原１－２－１０　ＴＥＬ：0829-50-0633 
発行責任者：三橋幸夫　　発行事務局：事業支援本部　管理部　　E-mail:kaokazaki@hiroshima.coop 

「このコーナーでは、中国四国9生協の広報担当の方に順番に登場していただき、それぞれの生
協のニュースや自慢、単協独自の商品や名物など、個性豊かに紹介してもらいます！まずトップ
バッターは鳥取県生協の経営企画室で広報を担当されています、有福さんにお願いします！」 

●鳥取県生協　有福久枝さん 

次回は 
生協しまねさんです！ 
しまねのおいしもん 
教えてごしないな。 

　中国四国のみなさんはじめまして。「とっとり」と言えば、全国で人口が一番
少なく、ちっちゃい県というイメージがあると思います。そんなちっちゃな県
ですが、鳥取砂丘や大山など、大きな自然がいっぱいです。鳥取県がちっちゃ
いのと同じように、鳥取県生協も９生協の中では一番ちっちゃな生協ですが、
職員、パートさん一人一人が、大きな希望を持って頑張っています。小さいか
ら不便な事もたくさんありますが、その分、人は助け合い優しくなれます。職
員同士、組合員さん同士、職員と組合員さんが、いいつながりができている生
協だと思っています。連帯事業が始まっても、鳥取県生協の良さを残し、CSネ
ットの中で『小さくても大きく輝く星』になりたいですね！ 
　鳥取県にはたくさん美味しいものがあることはご存知ですか？農産物では、
梨・長芋・らっきょう・スイカ・長ネギなど、水産物では、松葉ガニ・イカ・
岩ガキなど、県内では年中たくさんのおいしいものが食べられます。温泉もた
くさんあり、自然の宝庫です。 
　小さいけど見どころいっぱいの鳥取に、いっぺん来てごしない！まっとるけ～。 

大豆油インキを 
使用しています。 

古紙100％の再生紙を使用しています 


